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1 回 「北海道の産
道の経済構造、産業構造

通して考えます。豊富な

海に面する石狩市は農、

加させていくことが重要

講日時 10 月 8 日（木）1

2 回「メガＦＴＡ時
物貿易に働く原理を改め

易交渉の試練に立つ北海

た概念も真剣に考えなけ

講日時 10 月 29 日（木）

3 回 「食の安全と
物の受粉作業に不可欠の

や安心を考える場合、国際

科学主義」です。消費者

講日時 11 月 5日（木）1

／中原 准一 （酪農

場／石狩市花川北コミュニ
込締切／令和２年９月２４
講料／カレッジ生 1 , 2 0 0
込み・問合せ／いしかり市
 電話での申し込みは平日

TEL/FAX： 0133－ 7
ホームページ、ＦＡＸは

の講座は、学びのスタンプ対

新型コロナウィルス感染
３０人といたします。（申
生優先の抽選といたします）
催講座 12

業構造と農業」
の特徴を他都府県との

農産物と水産物を擁し

食、観光一体で付加価

と考えます。

0：30～12：00

代の北海道農業
て問い、農産物の自給に

道農業の持続性を考える

ればならない段階です。

10：30～12：00

北海道農業」
蜜蜂の大量死が発生し、

的には２つの流れが見

の視点から「食の安全」

0：30～12：00

学園大学名誉教授

ティセンター（石狩市花川
日（水）
円 一般 1 , 5 0 0円（全 3
民カレッジ運営委員会事

（月〜金）の 9 時〜17 時ま
4－ 2249
土・日でも受付可能です。

象講座、道民カレッジ連携

拡大防止のため、定員
込多数の場合はカレッ
比

、

値

」
ついて考えてみます。熾烈な国

とき、品目別の戸別所得補償と

社会に衝撃を与えました。食の

えてきます。それは「予防原則」

の問題を考えます。

）

北 3 条 2 丁目 198 ☎ 74₋6525）

回分、各回ごとの受講も可能）
務局 （石狩市公民館内）

でにお願いします。 

講座です。

いしかり市民カレッジ 検索

新型コロナウィルス感染

拡大防止のために、マスク

の着用をお願いします。
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